
  

 

 
   

「経済分析ワーキンググループ」の設立について 

 

１． 設立趣旨 

 

河川事業の事業評価については、平成２３年度から「河川事業の評価手法に関する研究会」

を設立し、河川事業に係る事業評価手法に関する事項について調査審議し、評価の適正化に関す

る検討を行ってきたところである。 

今般、企業のサプライチェーンや家計の流動性制約等定量的な経済分析を実施するにあたり、

より専門的な知見が必要とされる項目を議論するため、ワーキンググループを設置し、河川事業

の評価手法の充実に関する検討を行うものである。 

 

２． 位置づけ 

 

「河川事業の評価手法に関する研究会」の下のワーキンググループとして位置づける。 

 

３． ワーキンググループの公開 

 

本ワーキンググループは、未公開の研究成果を扱うため、原則、非公開とする。 

 

４． スケジュール（当面の予定） 

 

令和５年度中に４回程度開催予定。 
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〇 大西 正光   京都大学大学院工学研究科教授 

 

  大原 美保   東京大学大学院情報学環総合防災情報研究センター教授 

 

梶谷 義雄   香川大学創造工学部教授 
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